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令和２年度鳥取県教科用図書選定審議会の第１次、第２次答申について 

 

令和２年度鳥取県教科用図書選定審議会の第１次、第２次答申について、別紙のとお

り報告します。 

 

 

 

 

 

令和２年７月１５日 

 

 

 

鳥取県教育委員会教育長  山 本 仁 志 

 

 

 

 





 

令和３年度に使用する中学校教科用図書の採択基準 

 

 

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律及び同法施行令並びに

同法施行規則の示すところに基づき、令和３年度に中学校（特別支援学校の中

学部を含む。）において使用する教科用図書について、市町村教育委員会及び義

務教育諸学校（公立の義務教育諸学校を除く。）の校長の行う採択に関し、基準

を定める。 

 

 

１ 中学校（特別支援学校の中学部を含む。）で使用する教科用図書の採択は、

学校教育法附則第９条の規定による一般図書（特別支援学校･学級用）を除

き、「中学校用教科書目録（令和３年度使用）」に登載されている教科書の

うちから採択する。 

 

２ 採択地区内の市町村教育委員会は、協議して同一の教科用図書を採択す

るため、地区採択協議会を設けるとともに、採択に関する協議は、県教科

用図書選定審議会と対等の立場でこれを行うものとする。 

 

３ 採択は、県教育委員会の提供する「選定に必要な資料」に基づき、地域

や児童生徒の実態等を考慮し、十分な調査研究のもとに市町村教育委員会

及び義務教育諸学校（公立の義務教育諸学校を除く。）の校長が行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
令和３年度に使用する特別支援学校及び特別支援学級に
おける教科用図書の採択基準 
 

 

１ 特別支援学校の小学部及び中学部において令和３年度に使用する教科用図

書は、「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」第１３条第

６項の規定により、学校教育法附則第９条に規定する教科用図書を除き、「小

学校用教科書目録（令和３年度使用）」、「中学校用教科書目録（令和３年

度使用）」、「特別支援学校用（小・中学部）教科書目録（令和３年度使用）」

に登載された教科書のうちから採択する。 
 

 

２ 小学校、中学校及び義務教育学校の特別支援学級において令和３年度に使

用する教科用図書は、学校教育法附則第９条に規定する教科用図書を除き、

「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」第１４条に定める

ところにより、小学校及び義務教育学校（前期課程）においては令和元年度、

中学校及び義務教育学校（後期課程）においては令和２年度に採択された同

一の教科用図書とすること。 

 

 

３ 特別支援学校及び特別支援学級において使用する学校教育法附則第９条の

規定による教科用図書の採択については、県教育委員会の提供する「選定に

必要な資料」に基づき、児童生徒の障がいの状態や特性及び心身の発達の段

階等を十分考慮すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

市町村教育委員会及び義務教育諸学校（公立の義務教育諸
学校を除く。）の校長が採択する場合に県教育委員会が行
うべき役割 
 

 

県教育委員会は、市町村教育委員会及び義務教育諸学校（公立の義務教育諸

学校を除く）の校長に対し、次のことに留意し採択を実施するよう指導、助言

又は援助するものとする。 
 
 
１ 専門的な調査研究の充実について 
（１）選定資料が、学習指導要領に示された「目標」及び「内容」に即して各

教科書の特徴等がわかるものとなるようにすること。 
（２）学校教育に経験豊かな者のうちから、適切な数の調査員を選任し配置す

ること。 
 
２ 適正かつ公正な教科書採択の推進について 
（１）採択権者は公正確保の徹底を図るとともに、自らの権限と責任において

適正な採択を行うこと。 
（２）地区採択協議会で協議して採択する場合は、関係市町村教育委員会の意

向が十分反映されるよう工夫すること。 
（３）すべての検定済教科書を対象とした調査研究を行うとともに、調査員の

権限と責任の範囲を明らかにすること。 
 
３ 開かれた教科書採択の推進について 
（１）採択結果及び採択理由、選定資料、会議録、協議会委員及び調査員の氏

名等を採択事務の支障のない範囲で公表すること。 
（２）教科書展示会の来場者の意見を教科書採択事務の改善等に活用すること。 
 
 
 
 
 

 



 
県が設置する義務教育諸学校（県立特別支援学校）に
おいて使用する教科用図書の採択について 
 

 

採択方針 

 各県立特別支援学校においては、「教科書選定委員会」を設置し、各学校

における児童生徒の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に応じて

最も適当と思われる教科用図書を選定し、県教育委員会に採択申請を行う。

県教育委員会は各学校長からの採択申請に基づいて審査を行い、採択する。 

 

 

 

＜根拠法令＞ 

採択の規定（義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第１３条） 

○県立特別支援学校において使用する教科用図書の採択は、あらかじめ選定

審議会の意見を聞いて、種目ごとに一種の教科用図書について行うものと

する。 
○県立特別支援学校において使用する教科用図書は、「小学校用教科書目録

（令和３年度使用）」、「中学校用教科書目録（令和３年度使用）」、「特

別支援学校用（小・中学部）教科書目録（令和３年度使用）」に登載され

た教科用図書のうちから採択しなければならない。 
○県立特別支援学校、特別支援学級においては、学校教育法附則第９条の規

定により、目録に登載されている教科用図書以外のものを使用することが

できる。 
 
 
 
 




